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旧約聖書における子ども理解
──創世記 21:9-21 を通して考える──

井 上 智

1．はじめに

本稿は、関西学院大学神学部において例年 11月に行われる人権に関する発表を原
稿化したものである。関西学院大学神学部神学研究会における人権に関する発表につ
いては、過去の論文を参考にしていただきたい1。
人権に関する発表を行うに際して、筆者の研究テーマである旧約聖書の子ども理解
と結びつけ、今回のテーマを「子どもの人権」とした。なぜなら、子どもの人権を考
えるということは、子どもがどのような存在であるかを理解する必要があるからだ。
このことを明らかにするために、創世記 21:9-21を取り上げ、旧約聖書における子
ども理解がどのようなものであるかを探りたい。この箇所はハガルとイシュマエルに
ついて記される小さな物語ではあるが、この物語の中には、ヘブライ語が一般的に表
す「子ども」として 2つの用語（ナアル、イェレド）が用いられている。後述する
が、この 2つの用語が明確に使い分けられているからである。
そこで、私たちはまず、創世記 21:9-21を取り上げ、そこで用いられている特に
と という用語がどのように旧約聖書で用いられているかを確認し、改めて創

世記 21:9-21の物語を読み直し、その読みがどのように変化するのかを検討してみた
い。

2．創世記21:9-21について

この物語はアブラハム物語の中の一つの物語である2。文学単位を設定する際の論
点として、大きく①21:1-21、②21:1-7と 21:8-21、③21:1-8と 21:9-21とに分けること

──────────────
１ 岩野祐介、2018: 93。橋本祐樹、2020: 67-69、など。
２ アブラハム物語の始まりと終わりに関する議論については、水野隆一『アブラハム物語を読む』新教
出版社、2006年、28-29に詳しく述べられている。
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ができる3。この違いは、この物語を誰に属するのか、イサクなのかイシュマエルな
のかという点である。つまり①と②はこの物語全体がイサクのものであり4、③はイ
シュマエルのものであると言えよう。水野は修辞批評を用い、アブラハム物語全体が
囲い込みで構成されていることを明らかにした5。特に、サラからの子どもの誕生を
中心にイシュマエルの誕生と追放が対になっていることを示し、イシュマエルの誕生
（16章）、サラからの子どもの誕生（17:1-21:8）、イシュマエルの追放（21:9-21）であ
るとする6。このような点から、創世記 21:9-21を文学単位としてここでは取り上げる
ことにしたい。
また、資料仮説において、この部分は E 資料からなっていると考えられる。この
点は多くの研究者が一致しているところである7。
それでは次に、この物語の直訳を行いたい。直訳とする理由は、物語の人称、流
れ、ヘブライ語独特の構造を明らかにするためである。

2.1．創世記 21:9-21直訳的私訳
創世記 21:9

サラは見た、エジプト人ハガルの息子（ベン）を。彼女は産んだ、アブラハムのため
に。彼は遊んでいた。

サラはイシュマエルの名前を徹底的に排除している。イシュマエルという名前は一
度も出てこない。しかし、物語の流れから、エジプト人ハガルの息子がイシュマエル
であることを私たちは知っているので、この人物、すなわち、エジプト人ハガルの息
子、彼女がアブラハムのために産んだ子が、イシュマエルであると同定できる。

は動詞 のピエル語幹分詞形である。動詞カル形だと、この言葉は「笑
う」などのポジティブな印象を持つ言葉であるが、ピエル形だとネガティブな印象と
なる8。そもそも動詞ピエル語幹は旧約聖書の中で 7回しか用いられていない（創 19:

14、21:9、26:8、39:14、17、出 32:6、士師記 16:25）。LXX では、この動詞の後に
「イサクと共に」という言葉を入れることが提案されている。水野は、ピエル語幹分

──────────────
３ ①とする研究者は、Goldingay、ギブソンらがおり、②とするのは、Wenham、ヴェスタマンら、③と
するのは越後屋、トリブル、水野らがいる。

４ 特に②について、21:1-7の内容はイサクの誕生であり、21:8-21はイサクの乳離れの儀式から始まるイ
サクとイシュマエルの物語となり、イシュマエルは物語の中心から少しずれた位置に追いやられる。

５ 水野、2006: 30。
６ 水野、2006: 30。
７ ただし、創世記 21:21 a は JE である。（越後屋、1996: 59）
８ Goldingay, 2020: 82
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詞形で目的語がないこの場合は性的な意味合いを含み、「自慰しているのを」と訳
す9。また、この部分は、戯れていた（月本訳）、遊んでいた（関根訳）、からかって
いた（越後屋訳）など、多様な訳が存在する。しかし、7回用いられている文脈をみ
ると、どちらかというと性的な意味合いを含んでいるようにも思える。私訳は「遊ん
でいた」とした。性的な意味合いを含んでいるとしても、悪意のある遊びであって
も、和気藹々とした遊びでも、イシュマエルの存在がサラにとって名前を呼ばないほ
どの険悪な状況にあることは変わらないため、性的な意味合いとしてでも、悪意のあ
る遊びでもどちらでも想像ができる余白を残した。また、LXX が提案する目的語
「イサクと共に」を挿入せず「遊んでいた」とした。

創世記 21:10

そして彼女はアブラハムに言った。追い出せ、この女奴隷とその息子（ベン）を。な
ぜなら、この女奴隷の息子（ベン）は、私の息子（ベン）と共に引き継ぐべきではな
いからだ。

はピエル語幹で 35回用いられている（創 3:24、4:14、21:10、出 2:17等）。た
とえば創世記 3:24は楽園からの人間追放の場面、4:14はカインの追放など、住んで
いる場所だけでなく職業からの追放（列上 2:7等）などでも用いられているかなり厳
しい言葉だと言えよう。

はカル語幹で 161回用いられ、家を継ぐ、土地を継ぐ、敵のものを受け継ぐ
（城壁や門など）時に用いられている。つまり、サラは具体的な何かを引き継ぐべき
ではないと言っているわけではないが、この言葉が用いられていることから、アブラ
ハムの家や財産といったものをイシュマエルが引き継ぐべきではないと暗示している
のである。

創世記 21:11

そのことは悪かった、とても、アブラハムの目に。彼の息子（ベン）のことで。

ここで用いられている はカル語幹であり 32回の使用例があるのみである。こ
の言葉は①神の目に悪いこと（創 38:10、申 15:9、10、28:54、56、サム上 8:6など）、

──────────────
９ 水野、2006: 302、310-312。
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②その人にとって都合が悪いこと（創 48:17、サム上 1:8、18:8等）、③物が悪いこと
（詩 2:9、エレ 15:12等）と使用例を分けることができよう。ここでは②の用例と理解
することができる。

創世記 21:12

エロヒームは言った、アブラハムに。あなたの目には悪くない。そのナアルとその女
奴隷について。サラが言うことすべて、すべての声を聞け。イサクにおいてあなたの
子孫は呼ばれる。

旧約聖書中 229回用いられている。人間の場合は生まれてくる・きた子どもた
ち全体を指す場合は子孫などと訳されるが個人の場合は子種といったように「精子」
を表す場合もある、植物にも用いられその場合は「種」と訳されてきた。12節はイ
サクから続く なので、子孫と訳した。

創世記 21:13

そしてまた、その女奴隷の息子（ベン）も国に。私は置く、彼を。なぜなら、彼はあ
なたの種だからだ。

ここでも が用いられているが、アブラハムとイシュマエルの関係を指してい
ると解したため「種」と訳した。

創世記 21:14

そしてアブラハムは起きた、その朝早くに。そして彼は取った、パンと水の革袋を。
そして彼は与えた、ハガルに。そして彼は置いた彼女の肩に、そしてイェレドと。そ
して彼は送り出した、そして彼女は行った、そして彼女はさまよったベエル・シェバ
の荒れ野を。

訳出上、大きな問題ではないが、この箇所の意味を考える上で大きな問題がある。
それは、ハガルの肩に 、つまりイシュマエルを置いたのかということである。物
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語の構成上、イシュマエルは 16歳以上であると推察される10。16歳の少年をハガル
は肩車のようなことができたのかということである。この点について水野は曖昧なま
まの翻訳を提案している11、ここでは、肩に置いたのか、置いていないかは解釈上、
大きな問題にはならないので、水野が提案するように曖昧なままの翻訳とした。

を「送り出す」と訳した。Wenham は、 よりも柔らかい言葉であり、ア
ブラハムは心残りがあるものの、サラの求めによって出て行かさざるを得なくなった
と指摘する12。一方トリブルはこの使い分けは、「園のストーリーの結論では、語り
手が神は不服従のカップルを「送り出し（ ）」「追い出す（ ）と述べる（創
世記 3:23-24）。そこでは二つの動詞が意味上重なり合っているように見える。このス
トーリーでは、サラがアブラハムに「追い出し・・・」と述べ、語り手がアブラハム
は「送り出した・・・」と言う。ここでは、二つの動詞は異なる意味を持っている。
その違いにもかかわらず、これらの動詞の妥協しがたい働き－「追い出す」で始まり、
「送り出す」で終わる－がハガルとイシュマエルを囲み、彼らの運命を決める。園の
ストーリーでは最初の男性と女性が権威に不服従だったので、ヤハウェが彼らに与え
た家庭から彼らを追放した。この物語では、ハガルとイシュマエルが権威に脅威を与
えたので、アブラハムが（サラと神の命令によって）彼の家庭から彼らを追放した」
と述べる13。

創世記 21:15

そして水の革袋がつきた。そして彼女は投げた、その子を。一本の灌木の下に。

ヒフイル語幹。旧約聖書中 112回用いられ、いずれの場合もかなりかなりき
つい言葉である。物を投げたり（出 4:3、7:9、10、12等）、遺体を捨てる行為（ヨシ
ュ 8:29、10:27等）でもあった。そのことが分かるよう、あえて「投げた」とした。

創世記 21:16

──────────────
１０ 創世記 17:24においてアブラハムの年齢が 99歳であったこと、また 25節においてイシュマエルが 13

歳であったことが述べられる。21:5においてイサクが生まれたのはアブラハムが 100歳の時であり、
8節において乳離れの日が祝われている。第二マカベア書 7:27によれば乳離れは 3歳であるので、物
語の流れ上、イシュマエルは 16歳以上となる。

１１ 水野、2006: 302。
１２ Wenham、2015: 84。
１３ トリブル、2009: 84-85。
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そして彼女は行った、そして彼女は座った、反対側に、弓で撃つほど遠くに。なぜな
ら、彼女は言った、私は見ない、そのイェレドの死を。そして彼女は座った、反対側
に。そして彼女は声を上げた、そして彼女は泣いた。

17節を見ると、神は の声を聞いたと述べられる。このことから、16節で泣い
たのは子どもとする解釈もあるが14、ここでは旧約聖書本文に書かれている動詞は三
人称女性単数であることから、この訳を取った。

創世記 21:17

そしてエロヒームは聞いた、ナアルの声を。そしてエロヒームの使いは呼んだ、ハガ
ルを、天から。そして彼は言った、彼女に。あなたに何が、ハガル恐れるな。なぜな
らエロヒームは聞く、そのナアルの声を、そこにいる。

16節でも指摘したが、エロヒームが聞いたのはハガルの泣き声なのか、 の声
なのか。16節を とすると天からの使いがハガルに問いかけることもできない15。
よって、ここでは旧約聖書本文の記載にそった訳を行った。

創世記 21:18

おまえは立て、そのナアルを起こせ、そしておまえは抱け、あなたの手で。というの
も大いなる国民に、私は彼を置くからだ。

創世記 21:19

そしてエロヒームは開いた、彼女の目を。そして彼女は見た、水の井戸を。そして彼
女は言った。そして彼女は満たした、水の革袋を。そして彼女はそのナアルに飲ませ
た。

神が誰かの目を開く行為、この場合は、神がハガルの目を開いたわけだが、旧約聖
書中、この箇所を含め 3箇所しかない。神以外のものが目を開く箇所も 2箇所のみで
──────────────
１４ 越後屋、1996: 60。
１５ この点については越後屋も同様の指摘を行う（越後屋、1996: 60）。
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ある。神が目を開く箇所は列下 6:17、20節であり、17節はエリシャの従者の目が開
かれ火の馬と戦車がエリシャを囲んでいるのを見ることができるようになった場面で
ある。20節はアラム軍の目をだまし、主が目を開かれると別な場所に行っていたと
いう場面である。いずれにせよ、目が開かれると、劇的な変化が訪れる。一方神以外
のものが目を開いている箇所は創世記 3:5、7節で、5節では蛇が女に、実を食べる
と、目が開かれ、神のように善悪を知るものとなることが述べられる。7節では実を
食べた結果、目が開かれ二人が裸であることを知るようになった場面である。この場
合でも目が開かれた結果は劇的な変化といえよう16。
ハガルの目が開かれた結果訪れる劇的な変化とはいったい何か。このことについて
は後述したい。

創世記 21:20

そしてエロヒームはいた、そのナアルと。そして彼は成長した。そして彼は住んだ、
その荒れ野に。そして彼は弓を撃つ者になった。

創世記 21:21

そして彼は住んだ、パランの荒れ野に。そして彼の母はとった彼に。彼の妻を、エジ
プトの地から。

以上、創世記 21:9-21の直訳を行った。その際、 と については、使い分け
られていることを示すために、あえて訳語をつけず、ヘブライ語の「音」のまま提示
した。この物語を通して、一般的に若者や子どもと翻訳されてきた と が明確
に使い分けられていることに私たちは気づくのである。それでは、ヘブライ語におい
て、 と はどのような用語であり、どのように用いられているのであろうか。

3． と について

ヘブライ語聖書において「子ども」と一般的に用いられる言葉は、 と であ
る。この言葉は従来、「若者」と「子ども」と日本語において翻訳され、年齢区分と
──────────────
１６ 越後屋は神がハガルの目を開かれることについて、「それまで見えなかった物を認識できるようにな

るということ。井戸が突然出現したということではなく、それまでハガルは気づかなかったのであ
る」と述べる（越後屋、1996: 60）。確かに私たちも目の前にあることを気づくかないこともあるが、
神が目を開く行為は単に認識の問題ではなく、その人個人に起こる劇的な変化であると言えよう。
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して考えられてきた。しかし、フィリップ・アリエスによる研究から、文化、時代に
よってその理解は異なることが指摘されてきた17。従来、日本語で翻訳されてきた、
年齢区分として と は翻訳されうるのか。アリエスの研究以降、聖書における
子どもの捉え直しが行われ、この点について研究されてきた18。そこで、改めて旧約
聖書中に現れる と について分析を行いたい。その際、これらの用語が聖書の
どのような文脈で用いられているかについて重視する。また、これらの用語は女性形
もあるが、創世記 21:9-21において と は男性単数形で用いられていることか
ら、ここでは男性単数形を中心に考察したい。また、この分析は概要のみとし、詳細
な分析については後日に譲りたい。

3.1． について
は男性名詞として 239回登場する。日本語の訳語としては、「少年」、「若者」、

「従者」等様々に翻訳されている。通常 は思春期以降の幅広い意味で用いられた
と考えられてきた19。しかし、この語についてその後、多くの研究者が年齢区分を指
しているのではないことを指摘する20。ここで改めて が登場する聖書箇所を確認
したい。しかし、239箇所すべてを紙幅の関係上ここでは述べることができないの
で、特徴的な箇所を取り上げることとする。
出エジプト記 2:6には、男の子（モーセのこと。ただしまだ物語上では名付けられ
ていない）が川に捨てられてファラオの王女に助けられた時に用いられている。6節
「開けてみると赤ん坊（イェレド）がおり、しかも男の子（ナアル）で泣いていた」
（新共同訳21）。ここでも創 21:9-21の物語と同じく、明確な意図をもって と
が使い分けられていることが分かる。
士師記 13:1以下は、サムソンについて語られる。サムソンの母は不妊の女（士 13:

3）と呼ばれていた。13:5「あなたは身ごもって男の子（ベン）を産む。その子（ナ
アル）は胎内にいるときから、ナジル人として捧げられている」、7節「ただその肩
は、わたしが身ごもって男の子（ベン）を産むことになっており、その子（ナアル）
は胎内にいるときから（以下略）」、8節「そこでマノアは主に祈った（中略）生まれ
てくる子（ナアル）をどうすればよいか教えてください」、24節「この女は男の子

──────────────
１７ 神学研究 66号（2019年）に拙稿、「ヘブライ語聖書における子ども研究の動向」でこの点を述べてい

る。
１８ Naomi Steinberg、Shawn W. Flynn、Milton Eng ら。
１９ Wenham、2015: 83。
２０ この議論については、Steinberg、2015: 28-32に詳細に述べられている。たとえば、扶養下にあるか、

召使いであるか、あるいは、父母からの継承を待つ存在か、独立困難な状態を指すか等。
２１ 以下、聖書の日本語翻訳は特段の表示が無い限り新共同訳とする。また（）内は筆者の補足説明とす

る。
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（ベン）を産み、その名をサムソンと名付けた。子（ナアル）は成長し、主はその子
（接尾辞：直訳「彼」）を祝福された」。 が年齢区分を指すのであれば、母の胎内
にいる時をもその範囲とすることになる。
サム上 1章はサムエルについて述べられている。サムエルの母ハンナは 6節「主は
ハンナの胎を閉ざしておられた」とあるように不妊の女であった。20節「月が満ち
て男の子（ベン）を産んだ。主に願って得た子ども（接尾辞：直訳「私は得た彼を。
神から」）なので・・・」、22節「この子（ナアル）が乳離れしてから、一緒に主の
御顔を仰ぎに行きます。そこにこの子（接尾辞：直訳「彼を」）をいつまでもとどま
らせましょう」。ここでは と が使い分けられている。また、ハンナが自分の
子であるサムエルを と認識していることが分かる。
列王記下 4章ではエリシャが子どもを生き返らせる奇跡が記される。その際、シュ
ネムの裕福な家の子どもをさして、 と が用いられている22。エリシャはシュ
ネムの裕福な家に子どもを与える（17節）。しかし、この子どもは突然死んでしま
う。母親はエリシャを探し彼のもとへと行く（25節）。子どもが死んだことを訴える
彼女とエリシャのやりとりの中で が用いられる。29節「おまえはわたしの杖を
その子ども（ナアル）の顔の上に置きなさい」、30節「その子ども（ナアル）の母親
が・・・」、31節「ゲハジは二人より先に行って、杖をその子ども（ナアル）の顔の
上に置いたが、（中略）子ども（ナアル）は目を覚ましませんでしたと告げた」。ここ
でも意図的な使い分けがなされていることがわかる。
このように、 という用語が単に年齢区分を指しているとは言えない。そのほか
にも が用いられている箇所があるが、紙幅の関係上ここまでとしたい。

3.2． について
は男性名詞として 43回登場する。日本語の訳語としては、「子ども」、「男の

子」、「若者」、「少年」等様々に用いられている。通常 は少年期までの意味で用い
られたと考えられてきた23。しかし、多くの研究者が年齢区分を指しているのではな
いことを指摘するのは と同様である24。ここで改めて が登場する聖書箇所を
確認したい。
族長物語において と認識されるのは、イサク（創 21:8）、イシュマエル（創 21:

14等）、ヨセフ（創 37:30等）、ベニヤミン（創 44:20）である25。
──────────────
２２ については後述。
２３ Wenham、2015: 83。
２４ この議論については、Steinberg、2015: 32-39参照
２５ 同様にイサク、イシュマエル、ヨセフ、ベニヤミンは とも呼ばれている。この点については今後

の研究課題としたい。
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また、出エジプト記 2:3、6-10では 3節「アスファルトとピッチで防水し、その中
に男の子（イェレド）を入れ」、6節「開けてみると赤ん坊（イェレド）がおり、し
かも男の子（ナアル）で泣いていた。王女は不憫に思い、これはきっと、ヘブライ人
の子（イェレド）ですと言った。」、7節「この子（イェレド）に乳を飲ませるヘブラ
イ人の乳母を呼んで参りましょうか。」、9節「娘は早速その子（イェレド）の母を連
れてきた。」、10節「その子（イェレド）が大きくなると、王女の元へ連れてきた。」
と記される。6節において と が用いられたあとは、この子は一貫して と
語られている。ここにおいても、 と とが使い分けられている例と言えよう。
列王記下 4章は の項でも取り上げたがエリシャが子どもを生き返らせる奇跡
が記される。ここでも、 と が使い分けられている。エリシャはシャネムの裕
福な女が突然訪問してきた際（25節）、子どもの安否については当然知り得ない。そ
のため 26節「お子さん（イェレド）はお変わりありませんか」とゲハジに問うよう
語る。しかし、シャネムの裕福な家の妻は 28節「私があなたに子ども（イェレド）
を求めたことがありましょうか」と、もう亡くなっている子どもについて語る。エリ
シャはこの家へと戻り、34節「エリシャは寝台の上に上がって、子ども（イェレド）
の上に伏し、自分の口を子ども（接尾辞：直訳「彼の」）の口に、目を子ども（接尾
辞：直訳「彼の」）の目に、手を子ども（接尾辞：直訳「彼の」）の手に重ねてかがみ
込むと、子ども（イェレド）の体は温かくなった」と奇跡を起こす。 は死んでい
る子どももその意味範囲にあることが分かる。

3.3．まとめ
ここまで と を見てきた。この用語の違いについて、越後屋は、「神との関
連ではナアル、アブラハムとハガルとの関連ではイェレドが使われているとも言えよ
う」と述べるが26、その使い分けについては説明しない。水野は子どもの使い分けが
なされていることを指摘し、アブラハム、ハガルはイシュマエルのことをイェレドと
述べていることから、実は両親が思っていたよりも成長しており、サラはその成長を
望んでいなかったと語る27。トリブルは、「追放と荒れ野以前は、名詞「息子」と
「少年」が彼を同定する。死の危険にあっては、名詞「子ども」だけが彼を同定し、
この設定以外では用いられない。危険が去ると、名詞「少年」が再び現れ、5回に及
ぶ」と述べ28、この使い分けについて年齢というよりは、子どもの状態、すなわち生
存の危機にあるかないかで判断する。

──────────────
２６ 越後屋、1996: 60。
２７ 水野、2006: 313。
２８ トリブル、2009: 89。

旧約聖書における子ども理解

― ２６ ―



これらのことから、 と は一定の意図をもって使い分けられていると考えて
よいだろう。しかし上述してきた通り は年齢区分を指しているとは考えにくい
が、一見すると は年齢区分を指していると理解してもいいように思われる。しか
し、族長物語でのイサク、イシュマエル、ヨセフ、ベニヤミン、さらにはモーセやシ
ャネムの裕福な家の子どもなどの家族関係に着目すると、 は家族の一員として捉
えていることに気づく。Revell は、これらの用語の違いについて、 は家族の一員
として捉えている用語であり、 は家族との関係に着目しない用語であると指摘す
る29。 と が登場する物語の文脈から、この Revell の指摘は正しいように思わ
れる。次に、この指摘に基づき、創世記 21:9-21の物語を改めて見てみたい。

4．創世記21:9-21の再解釈

それでは、イシュマエルを指して使い分けられている と について誰がどの
用語を用いているのか整理したい。なお、 についての詳細な議論については今後
に譲りたい。

サラ 9、10*3

語り手 11 19、20

エロヒーム 13 12、17、18

アブラハム 14

ハガル 15、16

このように、サラはイシュマエルのことを と とも語らずに、ただ単に
と述べているだけである30。サラはイシュマエルについて、家族の関係にあることす
ら議論の対象としたくなく、これらの用語を用いない。一方、アブラハムとハガルは
イシュマエルについて と認識せず と認識している。語り手、エロヒームは
とは認識しない。
これを物語の流れから と の用いられ方どのように変化してくのか見てみた
い。エロヒームの認識は最初から であり（12節）、 （13節）である。アブラ
ハムはイシュマエルを と呼び（14節）、ハガルもまたそのように捉えている（15
──────────────
２９ Revell, 1996: 31-32。
３０ については男性単数形だけでも 2167回用いられており本稿については分析の対象外とする。ただ

し、創世記に用いられている箇所を調べてみると、両親との関係を示す用語であることがわかる。
Revell も について「両親との関係を示す」と述べている。
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節、16節）。しかし、エロヒームは一貫して である（17節）。ここで注目したい
のは 19節である。ここでは、エロヒームがハガルの目を開かれると、ハガルは井戸
を見つけ、さらには、その水を飲ませたと語り手は語る。この箇所は、ハガルのイシ
ュマエルへの認識が変化したとも読み得る31。つまり、ハガルの目が開かれた結果、
ハガルはイシュマエルを とやむなく受け入れたとも読むことができるのだ。
上述した と の用語の違いから考えると、アブラハムとハガルはイシュマエ
ルを家族の一員として捉えていたが、エロヒームは物語の当初からイシュマエルをア
ブラハムの家族の一員として認識していないことが分かる。イシュマエルはアブラハ
ムの子どもではあるが、アブラハムに約束した「子孫」ではないのだ（創 12:7）。ハ
ガルはアブラハムとの実子であるイシュマエルを と受け入れることは到底でき
ない。アブラハムの長子は女奴隷の子であってもイシュマエルでありアブラハムの財
産を受け継ぐことができるからだ。しかし、ハガルの目が開け、ハガルはイシュマエ
ルが であることを受け入れた。創世記 21:9-21はハガルがイシュマエルを だ
と認識する物語と言えよう。

5．まとめ

今回、旧約聖書における子ども理解ということで創世記 21:1-9を取り上げた。現
代を生きる私たちは、子どもを様々な場面において年齢で捉える。その最たる例は学
校教育である。幼児施設は 5歳まで、小学校は 6-12歳まで、中学校は 13-15歳まで、
高等学校は 16-18歳まで、大学等は 19歳以上といった具合に。また児童福祉法では
乳児は 1歳未満、幼児は 1歳から小学校就学の始期に達するまで、少年は小学校の就
学の始期から 18歳に達するまで、である。また、エリクソンは 8つの発達段階を設
定し、それぞれの発達段階において獲得するのにふさわしいものがあるとした。
このように、私たちは子どもだけでなく、様々な中で年齢区分で考えようとする。
しかし、私たちは多様で、画一的な存在は誰一人いない。年齢区分や発達段階で考え
ると、その枠の中に収まらない子どもがいることもまた事実である。年齢という枠に
閉じ込められない子ども理解をなすことで、「子ども」はより自由になるのではない
だろうか。
子どもを子どもとするのは、子どもと乳幼児の関係を見つめること、子どもと青年
との関係を見つめることの中でしか理解し得ない32。このように考えると、ヘブライ
語の子どもという用語もまた、だれかとだれかとの関係を示す用語であり、その関係
──────────────
３１ 水野、2006: 313。
３２ 宮盛邦友、2013: 187。
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性から解釈する必要があるのではないか。その結果、聖書の読みや、キリスト教保育
における子ども理解、さらには、人間理解をも変化する可能性があるのではないか。
今回は、創世記 21:1-9の物語のみを取り上げたが、今後、さらに研究対象を広げ、
旧約聖書に示される子ども理解を探りたい33。
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【ABSTRACT】
Understanding Children in the Old Testament (Genesis 21:9-21)

INOUE Satoshi

This article will focus on Genesis 21 : 9 - 21 to explore the Old Testament’s

understanding of children. This passage is a short story that describes Hagar and Ishmael.

However, in this story, two Hebrew terms ( and ) are used to describe “children” in

general. We can assume that these two terms were clearly interchangeable.

We therefore begin with a literal translation of Genesis 21:9-21. The reason for the

literal translation is to clarify the personification, flow, and unique structure of the narrative

in Hebrew. Next, we identify how the terms and , which are translated as

“children,” are used in the Old Testament. Finally, from these analyses, we will reinterpret

the story of Genesis 21:9-21 and examine how its reading changes.

The terms commonly translated as “children” in Hebrew are and . For

example, is used in Judges 13:1 ff. In this passage, is used in the following

verse: “From the time that he was in the womb”. If refers to an age category, then it

would include the period from the time one is in the womb. On the other hand, seems

to refer to an age category, but if we focus on family relationships, it seems to indicate a

relationship rather than an age category.

The result of this analysis of the two terms is that and are terms that have

traditionally been thought to refer to age categories, but are terms that refer to the

relationship with the father. If this is correct, then the story of Genesis 21:9-21 is not only

the story of the expulsion of Hagar and Ishmael from Abraham’s house, but also the story

of Hagar’s awareness of Ishmael’s expulsion from Abraham’s house.

In this study, we have covered only the story of Genesis 21:9-21, but we would like to

continue to cover other passages in which and are used to explore the Old

Testament’s understanding of children.
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